	様式第10号

みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業経過報告書

　　　　年　　月　　日　
 

宮城県知事　　　　　　　　　　　　　　殿

報告者
住  所
氏名又は名称
及び代表者名

　　　　年　　月　　日付け宮城県（環政）指令第　　号で交付決定の通知のありましたみやぎ二酸化炭素排出削減支援事業補助金の対象設備等の運転状況について、みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業補助金交付要綱第17の規定により、下記のとおり報告します。 

記
１　補助事業の名称

２　運転状況（高効率設備の場合は、記載不要）

	項目
	交付申請書に
記載した目標値
	実績値
（　　年度）
	備考

	１　発電量・
温熱生産量等
	
	
	

	２　設備利用率
	
	
	


　　　※「１　発電量等」については設備ごとで異なるため、空欄に適切な「項目名称」を記載の上、必要数値を記載すること。
　　　　【例】　「発電量　10,000kWh」、「年間温熱生産量　10,000GJ/年」など

３　事業状況　別紙のとおり


４　発電量、又CO２排出量等の増減について（考えられる要因等を記載すること。）










様式第10号　別紙
事業状況

	
	補助事業前
	申請時の見込値
	　　　年度
（補助事業後）

	対象事業所全体のCO2排出量
（ｔ－CO2/年）　（Ａ）
	
	
	

	対象事業所の生産数量又は延べ床面積（単位も記入すること）
（Ｂ）
	
	
	

	CO2排出原単位
（Ａ）／（Ｂ）
	
	
	

	CO2排出削減量（ｔ－CO2/年）※１
	
	

	CO2排出削減率（％）※２
	
	

	今回の導入設備による削減経費（千円・年）※３
	
	


（算定の根拠及び施設運用の状況等を添付すること。）

※１　CO2排出削減量＝（補助事業前のCO2排出原単位－補助事業後のCO2排出原単位）×
補助事業前の生産数量等
※２　CO2排出削減率＝（１－補助事業後のCO2排出原単位÷補助事業前のCO2排出原単位）×100
※３　今回の導入設備によって削減された経費（ランニングコスト）を記載する。

























